
AUTOSAR Goes Off-road 
自動車規格が拡張され農業用車両と建設車両にも対応

AUTOSAR規格は発表されてから 10年経ち、農業用車両と建設車両にも適用されるようになってきました。これはコス

トと品質のことを考えれば当然ですが、機器メーカーは慎重に計画を立てる必要があります。

AUTOSARは歴史を書き換えていま

す。発表後わずか 12年で、AUTOSAR

（A u t o m o t i v e  O p e n  S y s t e m 

Architecture）1 は自動車産業界で最も

影響力のある規格の 1つになりました。

これには正当な理由があります。それ

は、AUTOSAR準拠のソフトウェア機能

はソフトウェアやハードウェアのプロバ

イダとは無関係に交換や再利用が可能だ

からです。そして今回、最新リリースで

は未舗装の道路に進出し、オフハイウェ

イ車に狙いを定めました。農業用およ

び建設車両の主要 OEMはすでにこの規

格を採用していますが、他の OEMでは

AUTOSARがどのようなメリットをもた

らすかについて慎重に検討しているとこ

ろです。

成功した規格

世界各地の約 180社が、ソフトウェア

アーキテクチャ、アプリケーションイン

ターフェース、および ECUソフトウェ

ア設定・生成手法に関する規格をさらに

改良して利用するために、AUTOSAR開

発パートナーシップに参加しています。

この中心にあるのが AUTOSAR階層モ

デル（ダイアグラム）で、これにより多

くの製品世代にわたる多様なプロバイダ

のソフトウェアコンポーネントを、それ

ぞれの基盤となるハードウェアとは無関

係に実装することが可能になります。

農業用車両と建設車両における主な課題

オフハイウェイ車部門で AUTOSARを

使用するためには、多くの要素を考慮す

る必要があります。原則として、自動車、

農業機器、および建設車両に用いられる

ECUは、どれも同じマイクロコントロー

ラファミリが使用されているのでよく似

ていますが、以下のように相違点もいく

つかあります。
■■ オフハイウェイ車部門では、生産され

る装置の数が少ないため、ECU1つ当

たりの開発コストが高めになります。開

発コストがかさんだ分は、多くの場合

「ジェネリック」ECUに基づくハード

ウェアおよびソフトウェアの設計を再

利用することにより埋め合わされます。
■■ 自動車メーカーはソフトウェア開発を

主にインハウスで開発します。ボード

サポートパッケージだけはティア 1サ

プライヤから供給されます。
■■ これらの車両は、広範にわたる装置が

取り付けられることでさらに多様化す

る可能性があり、ソフトウェア機能の

バリアント数も多くなります。そのた

め、フレキシブルなソフトウェアアー

キテクチャおよびシステム構成が要求

されます。
■■ ソリューションは J1939、ISOBUS、

Profibus、CANopenといった通信プ

ロトコルや ISO 25119「農林業用ト

ラクタおよび機械・制御系統の機能安

全 」（Functional Safety for Tractors 

and Machinery for Agriculture and 

Forestry）2などの業界固有の規格に準

拠したものでなければなりません。

自動車メーカーと農業用車両・建設車両

メーカーとでは相違点もありますが、両

者は 1つの重要な要求を共有していま

す。それは、品質と効率のために、でき

るだけ多くのソフトウェアコンポーネン

トを再利用したいということです。これ

に対し、AUTOSARソフトウェアアーキ

テクチャは完璧な枠組みを提供します。

なぜなら、たとえば、個々のデバイスの

制御や、ネットワーク管理などのシステ

ムサービスといった、両者のアプリケー

ション固有タスクを遂行できるからで

す。これにより、OEMは市販の標準ソ

フトウェアを調達して実装しながら、最

終顧客に向けた価値を高めるシステムお

よびソフトウェア機能の開発に集中でき

るようになります。

機能安全要件

このモジュール方式では機能安全に対す

るリスクが生じます。調達されたモジュー

ル内の不具合が安全関連の機能を破壊す

る可能性があります。この可能性は、異

なるソースからのソフトウェアモジュー

ルを統合する前に排除しておかなけれ

ばなりません。ここで ISO 25119規格

が役に立ちます。この規格は、たとえば

ソフトウェアパーティショニングなどの

ような、残存している不具合を局所化す

る一連の対策について定めています。そ

れと同時に、マルチコアシステム、スケ

ジューリング、およびウォッチドッグの

メカニズムが ECUとソフトウェアコン

ポーネントの間の通信を保護します。

AUTOSARはこの ISO 25119の対策を

独自のソフトウェアパーティショニング

メカニズムでサポートしています。概し

てさまざまなパートナーにより開発され

ているけれども最高水準の安全要件を満

たさなければならない汎用 ECUには、

特に AUTOSARの適用をお勧めします。

この規格は指針を提供し、ソフトウェア
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ます。COMASSOアソシエーションに

は数社の商用車 OEM（Caterpillar社、

CNH Industrial 社、MAN 社、Bosch 

Rexroth社など）が加盟していて、高品

質のシリーズ製品が用意されているだけ

でなく、多くの標準 AUTOSARコンポー

ネントの基準実装をライセンスフリー

で提供しています。この構想はオフハイ

ウェイ車部門でますます興味深いものに

なりつつあります。

結論

農業用車両および建設車両のメーカー

は AUTOSARを通じて、高品質の組込

みソフトウェアをフレキシブルに開発で

きるすばらしい可能性を得ることができ

ます。成熟したソフトウェアコンポーネ

ントの入手と再利用により、コスト節減

を明確に達成できます。ただし、機能安

全面を綿密に計画し、プロセスチェーン

を細部にわたって構築することが重要で

す。ETASはこれをさまざまな形でサポー

トできます。

ダイアグラム :

AUTOSARソフトウェアアーキテクチャの階層モデル

典拠:
1) www.autosar.org
2) ISO 25119, Functional 
Safety for Tractors and 
Machinery for Agriculture 
and Forestry －
Safety-related parts of 
control systems, 
First edition 2010-06-01
3) www.etas.com/en/
products/solutions_real_
time_applications.php
4) www.comasso.org

開発時のベストプラクティスに対する適

応を促し、さらにハードウェアレベルの

不具合検出に役立ちます。

 

成功要因となるツールおよびプロセス

AUTOSARの安全対策の適用を成功さ

せるために、使用可能なリソースおよび

予算も考慮したうえで綿密に考え抜かれ

た開発プロセスを使用することをお勧め

します。リソースや予算が限られていた

り経験が不足したりする場合には、専門

家の助言が必要です。お客様固有の組込

みソフトウェアを開発するための ETAS 

RTA（Real Time Architect）ソリュー

ション 3 のビジネスエリアは、オフハイ

ウェイおよび大型車の多くのプロジェク

トでの経験を擁し、AUTOSARへの移行

のための包括的なサポートを提供してい

ます。

農業用車両および建設車両のメーカー

の、標準化された AUTOSARソフトウェ

アコンポーネントとそれに対応する開発

環境を利用するという計画は、コスト面

でも品質面でも納得できるものです。ま

た、COMASSOアソシエーション 4の

存在も、この計画の妥当性を支えてい
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マイクロコントローラ抽象化層

マイクロコントローラ

ベーシックソフトウェアモジュールはECU間で直接再利用 
されるため、成熟度が高まり開発コストが低減

車両の要件に応じて、アプリケーションソフトウェアを 
複数個のECUに再利用・配置

ECU固有のソフトウェア（ハードウェア診断など）を 
標準インターフェースに基づいて適用範囲に制限して統合可能

半導体ベンダーにより提供されるマイクロコントローラ 
固有ソフトウェアは、標準化されたインターフェースおよび 
機能を実装




